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今 月 の 表 紙

　今月号の表紙は、サ
ロベツの朝です。
　新年を迎え最初に発
行される広報誌の表紙
を飾るにふさわしい、日
の出の写真を採用しま
した。

謹賀新年
幌延の年男・年女特集
幌延町長に「野々村仁 氏」再選
年頭のごあいさつ
民生委員・児童委員を紹介します
後期高齢者医療制度のお知らせ
令和５年度 園児募集について　
ほろのべ議会だより 
第２期幌延町健康増進計画について
放送大学入学生募集のお知らせ/旭川地方
法務局からのお知らせ
図書室だより～注目の新着本のご紹介～
幌延深地層研究センター「地下の研究現場
から」第31回-坑道の周りは物質が動きや
すい！？
情報<インフォメーション>-1、2月運転免
許更新時講習のお知らせ/除雪についての
お願い など
地域おこし協力隊通信VOｌ.85
まちの話題
ねんきん通信
町民くらしのカレンダー など
働いている調理師の皆さまへ/十一月定例
俳句会作品 など
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ま ち の うご き
令和４年11月末日現在　※（　）内は前月比

男
女

合計

1,149
1,053
2,202
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（－5）
（－7）

1,236 世帯 （＋2）

人　口

世帯数
▲

幌延町ウェブサイト
▲

広報ページ

QRコードを読み込むと幌延町の
ホームページを見ることができるよ。
過去の広報誌もあるから読んでみてね。

2023年（令和5年）1月号

｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜20232023  １月号  …　2 …　2



幌
延
町

町　
　
　
長　
野
々
村　
仁

副　
町　
長　
岩
川　
実
樹

総
務
財
政
課
長　
早
坂　
　
敦

住
民
生
活
課
長　
古
草　
　
勝

保
健
福
祉
課
長　
村
上　
貴
紀

企
画
政
策
課
長　
角
山　
隆
一

産
業
振
興
課
長　
山
本　
基
継

建
設
管
理
課
長　
島
田　
幸
司

幌
延
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

所　
　
　
長　
田
川　
豊
秋

　
　
岩
川　
実
樹

幌
延
町
議
会

議　
　
　
長　
高
橋　
秀
之

副　
議　
長　
西
澤　
裕
之

議　
　
　
員　
植
村　
　
敦

齋
賀　
弘
孝

佐
藤　
忠
志

高
橋　
秀
明

無
量
谷　
隆

事 

務 

局 

長　
岡
田　
英
樹

幌
延
町
教
育
委
員
会

教　
育　
長　
青
木　
順
一

委　
　
　
員　
佐
藤　
友
子

　
　
　
　
　
澤
谷　
敦
美

　
　
　
　
　
堀　
　
英
夫

　
　
　
　
　
　
前
田　
雅
信

教 

育 

次 

長　
伊
藤　
一
男

幌
延
町
選
挙
管
理
委
員
会

委　
員　
長　
横
尾　
　
明

委　
　
　
員　
遠
藤
ひ
か
り

　
　
　
　
　
瀨
戸　
浩
行

　
　
　
　
　
三
好　
和
夫

事 

務 

局 

長　
早
坂　
　
敦

幌
延
町
農
業
委
員
会

会　
　
　
長　
小
島　
和
博

委　
　
　
員　
卯
子
澤
春
雄

佐
藤　
浩
幸

庄
司　
金
八

糠　
　
則
明

松
島　
　
収

皆
川　
良
雄

無
量
谷　
隆

無
量
谷　
稔

事 

務 

局 

長　
山
本　
基
継

幌
延
町
監
査
委
員

代
表
監
査
委
員　
成
田　
義
弘

委　
　
　
員　
植
村　
　
敦

幌
延
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委　
員　
長　

野　
福
一

委　
　
　
員　
大
平　
昌
司

　
　
　
　
　
成
田　
義
弘

北
留
萌
消
防
組
合

幌
延
町
消
防
団

団　
　
　
長　
松
永　
継
男

副　
団　
長　
佐
藤　
寿
史

副　
団　
長　
森
崎　
英
典

消
防
署
幌
延
支
署

支　
署　
長　
竹
岡　
政
仁

西
天
北
五
町
衛
生
施
設
組
合

事　
務　
長　
戸
川　
誠
二

　
　
　
　
　
他　
職
員
一
同

（
町
・
行
政
機
関
に
つ
い
て
記
載
）

（
議
員・委
員
に
つ
い
て
は
五
十
音
順
）

謹 賀 新 年
本年もよろしく
　　お願いいたします

幌 延 町 民 憲 章
　わたくしたちは、悠久の大河天塩川と広大な平
野、豊かな森林に恵まれ、北の大自然と共に生き
る幌延の町民です。
　北緯45度の厳しい風雪に耐えて、郷土の礎を築
いた先人たちの労苦に感謝するとともに、その意
思を受け継ぎ、この町に生きることに誇りと喜び
をもって、未来につなぐまちをつくるために、こ
の町民憲章を定めます。

１　共に支え合い、未来に夢をもち、
　　　住みよい協働のまちをつくります
１　働くことに誇りをもち、地域資源を活
　　　かした、活力あるまちをつくります
１　生命（いのち）を尊び、人を愛し、
　　　笑顔あふれるまちをつくります
１　心身を鍛え、文化の香り高い、
　　　いきがいと希望に満ちたまちをつくります
１　自然の恵みに感謝し、美しい自然環境を守り、
　　　人に優しいまちをつくります

事　
務　
長

事
務
取
扱
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「私たち卯年は、今年１年、　新しいことに挑戦します！」
＜幌延の年男　・　年女特集＞

　令和４年が終わり、新年を迎えた今年の
干支は「卯年」です。
　うさぎは穏やかで温厚な性質であること
から、「家内安全」。また、その跳躍する姿
から「飛躍」、「向上」を象徴するものとし
て親しまれてきました。
　今回は、平成23年
生まれの卯年の小学生
たちに今年の抱負を聞
いてみました。

● 幌延小学校・５年生 ●
西村 歩乃（にしむら・ほの）ちゃん

・６年生になって１
年生のお世話を
する。
・苦手な勉強でも
一生けんめいが
んばる。
・早ね早起きをが
んばりたいです。

● 幌延小学校・５年生 ●
寺島 一太（てらしま・いった）くん

・人に優しく自分
に厳しく、毎日
を全力でがんば
る！

● 幌延小学校・５年生 ●
山口 愛夏（やまぐち・まなか）ちゃん

・６年生の算数や社
会が難しいからが
んばりたい。
・１年生のお手本に
なれるような６年
生になりたい。た
いです。

● 幌延小学校・５年生 ●
宮本　光（みやもと・ひかる）くん

・難しくなって
いく算数など
の勉強をがん
ばる。

・楽しそうな歴
史の勉強をが
んばる。

● 幌延小学校・５年生 ●
長山 宗太郎（ながやま・そうたろう）くん

・下の学年のお手
本や１年生のお
世話を上手にし
たいです！

● 幌延小学校・５年生 ●
佐藤 倫太朗（さとう・りんたろう）くん

・絵がうまくなる
・プログラミング
がもっとできるよ
うになる。

● 幌延小学校・５年生 ●
岡本 倫太朗（おかもと・りんたろう）くん

・去年はバレー
ボールで全国
大会に行けた
ので、今年も
行けるように
がんばります。
・キャンプや釣り
がすきなので
外でたくさん遊
びたいです。

● 幌延小学校・６年生 ●
小川 結衣（おがわ・ゆい）ちゃん

・もうはじけ
るくらい楽
しい年にし
ます。
・やらなきゃ
ダメと思っ
て、部屋の
掃除をしま
す（多 分、
きっと。）
・絶対バド部
に入ります！

● 幌延小学校・５年生 ●
白田 朋也（しらた・ともや）くん

・新一年生のお世話を
がんばりたい。

・６年生の勉強をがん
ばりたい。
・少年少女文化祭をが
んばりたい（最優秀
賞をとりたい）。

・絵をかくのがうまくな
るように練習をがん
ばる。
・あいさつをがんばる。
・早ね早起きをがんば
る。
・かんせんよぼうをが
んばる。

● 幌延小学校・５年生 ●
加賀山 舞友（かがやま・まゆ）ちゃん

・算数が得意にな
れるようにがん
ばりたい。
・一年生のお手本
になりい！

● 幌延小学校・６年生 ●
鈴木 玲音（すずき・れいら）ちゃん

・難しい勉強をが
んばりたい。
・テストでいい点を
とれるようにした
い。

● 幌延小学校・５年生 ●
鷹合 玲奈（たかごう・れな）ちゃん

・漢字検定に向け
てがんばりたい。
・１年生のお世話
をがんばる。

● 幌延小学校・５年生 ●
角山 銀仁朗（かくやま・ぎんじろう）くん

・１年生のお世話
をがんばりたい。
・勉強は全教科得
意になりたい。

● 幌延小学校・６年生 ●
王　紹輝（わん・しょうほい）くん

・バドミントン部に
入ってバドミント
ンをうまくなる。

・中学校の勉強を
がんばる。

● 幌延小学校・５年生 ●
谷口 凰騎（たにぐち・おうき）くん

・上級生として、
やさしい言葉づ
かいや、下級生
に対して思いや
りの心をもちた
いです。
・勉強やスポーツ
などどんなこと
でもちょうせんし
たいです。

● 幌延小学校・５年生 ●
小林 珠里（こばやし・しゅり）ちゃん

・１年生のお手本
になれるように
大きな声であい
さつをする。

● 幌延小学校・５年生 ●
伊藤 良汰（いとう・りょうた）くん

・テストで80点以
下をとらないよ
うにする。
・授業をまじめに
きいて、しっかり
と復習をする。
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・バドミントン部に
入ってバドミント
ンをうまくなる。

・中学校の勉強を
がんばる。

● 幌延小学校・５年生 ●
谷口 凰騎（たにぐち・おうき）くん

・上級生として、
やさしい言葉づ
かいや、下級生
に対して思いや
りの心をもちた
いです。
・勉強やスポーツ
などどんなこと
でもちょうせんし
たいです。

● 幌延小学校・５年生 ●
小林 珠里（こばやし・しゅり）ちゃん

・１年生のお手本
になれるように
大きな声であい
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幌延町長に　野々村　仁　氏　再選
　任期満了に伴う幌延町長選挙は、１１月１５日に告示され、現職の野々村　仁氏のほかに立候補の届出
がなかったため、野々村　仁氏が無投票で再選しました。
　１１月2１日には、当選後初登庁となる野々村町長を歓迎し、花束が手渡されました。

当選証書授与を受ける野々村 氏
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性
化
や
、
様
々
な
地
域
波
及

効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
へ
の

期
待
な
ど
、
誘
致
政
策
な
ど

で
の
成
果
は
挙
げ
ら
れ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
経
済

産
業
や
暮
ら
し
・
生
活
環
境

の
面
で
は
物
足
り
な
さ
は
否

め
ま
せ
ん
。

　

農
業
用
水
道
な
ど
の
基
盤

整
備
事
業
や
商
工
会
と
の
連

携
に
よ
る
各
種
支
援
事
業
、

高
齢
者
等
ハ
イ
ヤ
ー
運
賃
助

成
、
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
、

医
療
施
設
・
設
備
の
整
備
な

ど
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
地
域
経
済
活
動
の

停
滞
と
い
う
差
し
迫
っ
た
課

題
に
人
・
時
間
・
予
算
を
割

か
ざ
る
を
得
ず
、
当
初
思
い

描
い
て
い
た
よ
う
な
成
果
に

ま
で
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う

の
が
、
正
直
な
思
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
三
期
目
の
任

期
に
お
い
て
は
、
積
み
残
し

た
課
題
に
対
処
し
、
ま
ち
の

人
口
規
模
や
機
能
を
維
持
し

充
実
し
て
い
く
た
め
に
、
不

退
転
の
決
意
を
も
っ
て
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

・
活
気
づ
く
り
に
加
え
、
高

齢
者
な
ど
の
暮
ら
し
や
活
動

を
支
え
る
た
め
の
機
能
・
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
と
い
っ
た
要

素
も
含
め
て
、
ま
ち
の
拠
点

整
備
や
居
住
環
境
整
備
、
集

落
支
援
機
能
の
構
築
を
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
・
畜

産
と
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
産

業
を
守
る
た
め
に
、
基
盤
整

備
事
業
や
担
い
手
づ
く
り
、

施
設
や
設
備
の
近
代
化
を
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
商
工

業
に
お
け
る
経
営
力
の
強
化

や
あ
ら
ゆ
る
業
種
で
の
人
材

確
保
と
育
成
、
暮
ら
し
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
保
健
・
福
祉
・

医
療
の
充
実
、
生
活
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
防
災
力
の
向
上
な

ど
、
課
題
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ま
か
ら
私
に
託
さ
れ
た

思
い
や
ご
期
待
に
お
応
え
で

き
る
よ
う
に
官
民
一
丸
と
な

っ
て
協
力
し
連
携
し
合
い
な

が
ら
、『
笑
顔
と
希
望
に
充

ち
溢
れ
る
ま
ち　

ほ
ろ
の

べ
』
づ
く
り
に
向
け
て
邁
進

し
て
い
く
覚
悟
で
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま

に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
明

る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

�

令
和
五
年
元
旦
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
の
新
春
を
迎
え
、

幌
延
町
議
会
を
代
表
し
て
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ま
に
は
、
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
町
議
会
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
支
援
に
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、
長

い
月
日
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

一
時
は
収
束
に
向
か
っ
た
と

思
わ
れ
た
も
の
の
、
新
た
な

変
異
株
の
出
現
な
ど
で
一
向

に
勢
い
は
収
ま
ら
ず
、
未
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い

幌
延
町
議
会
議
長 

　
高
　
橋
　
秀
　
之

流
行
の
収
束
が
望
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
続
い
て

い
る
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
よ
り

国
際
秩
序
は
大
き
く
変
貌
し
、

世
界
平
和
や
経
済
は
不
安
定

化
し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
一
刻
も
早
い
平
和
が

訪
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り

で
す
。

　

一
方
、
国
内
に
目
を
向
け

ま
す
と
、
円
安
の
影
響
に
よ

り
原
材
料
費
や
燃
料
費
な
ど

の
仕
入
れ
価
格
が
高
騰
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
で
値
上
げ

が
続
い
て
い
ま
す
。
家
庭
生

活
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
幌

延
町
で
も
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
各
家
庭
へ
の
現
金
給
付

や
事
業
所
支
援
を
実
施
す
る

な
ど
、
各
種
対
策
を
講
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
未
だ

生
活
へ
の
不
安
は
払
拭
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
に
お
い

て
も
国
内
経
済
な
ど
に
注
視

し
な
が
ら
、
町
民
皆
さ
ま
と

共
に
知
恵
を
絞
っ
て
、
こ
の

困
難
な
時
代
を
乗
り
切
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
こ
の
よ
う
な
暗
い

話
題
が
多
い
中
、
皆
さ
ん
ご

承
知
の
と
お
り
、
町
内
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
に
よ
る

全
国
大
会
出
場
や
町
内
の
中

学
生
が
北
海
道
代
表
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
全
日
本
少
年

軟
式
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
選

抜
大
会
出
場
、
ま
た
、
幌
延

中
学
校
卒
業
生
が
甲
子
園
に

出
場
す
る
な
ど
、
私
た
ち
に

夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
未
来
あ
る
幌
延
の
こ

ど
も
達
が
大
活
躍
し
た
こ
と

は
大
変
誇
ら
し
く
、
嬉
し
い

限
り
で
す
。
幌
延
町
議
会
で

は
、
こ
れ
か
ら
も
未
来
あ
る

こ
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
は
野
々
村
町
政
第
三

期
の
始
ま
り
の
年
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

政
策
内
容
を
更
に
充
実
さ
せ

て
い
く
年
で
も
あ
り
ま
す
。

町
議
会
と
し
て
町
行
政
の
監

視
を
す
る
と
共
に
応
援
を
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
四
月
に
は
統

一
地
方
選
挙
が
控
え
て
い
ま

す
。
平
成
三
十
一
年
の
統
一

地
方
選
挙
に
お
い
て
皆
さ
ま

の
尊
い
洗
礼
を
受
け
当
選
し

て
以
来
、
今
日
ま
で
町
政
発

展
の
た
め
清
新
の
気
迫
を
込

め
て
鋭
意
活
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
改
め
て
初
心
に

戻
り
残
り
の
任
期
を
皆
さ
ま

の
信
託
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
の
干
支
は

卯
（
う
さ
ぎ
）
で
す
。
う
さ

ぎ
は
穏
や
か
で
温
厚
な
性
質

で
あ
る
こ
と
か
ら
「
家
内
安

全
」
ま
た
、
そ
の
跳
躍
す
る

姿
か
ら
「
飛
躍
」
「
向
上
」

を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
他
に

も
「
植
物
の
成
長
」
と
い
う

意
味
も
あ
り
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
の
に
最
適
な
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ま
と
共
に
こ
の

幌
延
町
が
大
き
く
飛
躍
す
る

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
そ
し

て
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　３年に１度の民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、去る令和４年１2月１日付けで厚生労働大臣お
よび北海道知事から委嘱されました。
　民生委員・児童委員の方には、常に住民の立場となり、担当する地域に暮らす身近な相談相手として、
地域住民からの生活上の心配ごとや困りごと、医療や介護、母子保健などの相談に応じ、その課題解決
のための必要な支援への『パイプ役』として、地域福祉の増進のための重要な役割を担っていただいてい
ます。
　また、子どもや子育てに関する支援を専門に担当する主任児童委員も関係機関と連携・調整・協力を
しながら活動していただいています。
　民生委員・児童委員は、地域の見守り役として、定期的な訪問などを通じて、高齢者や障がい者世帯、
子どもたちの見守りを行っています。
　「プライバシーが侵害される」「かまってほしくない」と訪問を断る方もいらっしゃいますが、民生委員
・児童委員には法による守秘義務がありますので、相談内容が他の人に伝わることはありません。
　何か心配ごとや困りごとがありましたら、民生委員・児童委員に安心してご相談ください。

民生委員・児童委員を紹介します

民生委員・児童委員名簿（  は新任）※ 敬称略

担　当　地　区 氏　　名 住　所

上問寒、中問寒、問寒別東・西・北・
南、雄興 照　井　きみ子 字中問寒

問寒別第１、第２、第３ 小　川　加津子 字問寒別

下沼南、下沼、幌延西、サロベツ、
幌延第１ 富　樫　とも子 字下沼

第１、双葉 中　岡　妙　子 4条南１丁目

すずらん 番　坂　睦　子 5条南１丁目

さくら、北進 田　村　真　造 字幌延

第７ 遠　藤　ゆり子 １条北２丁目

第９、つばめ 小　玉　利　治 字幌延

元町、開進、上幌延 植　村　祐貴子 字上幌延

第１０ 梅　本　由　紀 宮園町

主任児童委員 佐　藤　友　子 元町

主任児童委員 遠　藤　直　美 字問寒別

※任期は令和４年１2月１日から令和７年１１月３０日までの３年間

●新任委員の紹介
照井きみ子さん

遠藤ゆり子さん

梅本由紀さん

この度の一斉改選で、２名の方が退任されました。これまで、ありがとうございました。

退　任
前　田　雅　信　氏　　 上問寒、中問寒、問寒別東・西・北・南
     　・雄興　地区担当　　　　　６年在任

宮　古　雅　孝　氏  第７　地区担当　　　４年１１ヶ月在任
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後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ
医 療 費 通 知

■ 医療費通知を全受診者へ送付します
　広域連合では被保険者の皆さんの医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を年２回、
対象期間に医療機関などを受診した全ての被保険者の皆さんへ送付します。
　これは、自己負担分を除いた医療費が、後期高齢者医療制度から支払われていることを具体的に理
解していただくとともに、健康管理の重要性を意識していただくことで、医療費の適正化、ひいては
被保険者の皆さんの負担軽減を図ることを目的としています。

◆医療費通知の活用例
　○医療費の推移が一目で把握でき、ご自身の健康状況の把握や健康管理に活用できます。
　○健康診査など皆さんの健康増進に役立つ情報をお知らせします。
　【イメージ図】

受診年月 受診を受けた
医療機関等 診療区分 日数 医療費の総額 自己負担額

食事療養・生活療養費
回数 費用額 標準負担額

令和4年1月 ○○病院 医科外来 1 18,000 1,800
令和4年２月 ××薬局 調剤 1 10,000 1,000
令和4年3月 △△病院 医科入院 5 202,000 20,200 15 11,490 5,400

合計 230,000 23,000 11,490 6,900

◆所得税（住民税）確定申告における医療費控除について
　○このお知らせは、医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することができます。
　○医療費控除の申告に関することは、役場住民生活課住民グループまたは稚内税務署（0162-33-

1155）にお問い合わせください。
◇発送月・対象診療月

送付月 診療月
令和5年1月（上旬） 令和4年1月～９月
令和5年２月（下旬） 令和4年10月～12月

お問い合わせ先
　北海道後期高齢者医療広域連合
　　〒060-0062 札幌市中央区南2条西14丁目国保会館6階　電話 011-290-5601
　住民生活課 生活グループ　　電話 5-1112　告知端末機 5-8812

【注意事項】
・自己負担額は、医療費助成等を受けている場合など、記載されている金額と実際にご自身が負

担された金額が異なる場合があります。
・このお知らせは、皆様の受診状況についてお知らせするものであり、請求書ではありません。
・また、特に手続きなど行っていただく必要はありません。
・医療機関等の請求遅れや請求内容を審査中のものなど一部の受診記録が記載されていない場合

があります。
・診療日数などに間違いがないか確認しましょう。
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幌
延
町
認
定
こ
ど
も
園

○
幼
稚
園
（
１
号
認
定
３
～
５
歳
児
）

・
定
員　
１５
名

・
保
護
者
の
就
労
に
関
わ
ら
ず
、
３
歳

以
上
（
令
和
５
年
4
月
１
日
現
在
）

の
お
子
さ
ん
で
、
幼
児
教
育
を
希
望

す
る
方
が
対
象
で
す
。

・
教
育
標
準
時
間　

9
時
～
１３
時　

（
8
時
３０
分
か
ら
登
園
時
間
、
給
食

後
に
降
園
）

○
保
育
園
（
2
号
・
３
号
認
定
０
～

５
歳
児
）
定
員
7０
名

・「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
」
に
該

当
す
る
家
庭
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で

す
（
２
号
・
３
号
認
定
）

（
１
）
就
労

（
2
）
妊
娠
・
出
産

（
３
）
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

（
4
）
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
を

し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

　
　
※
兄
弟
姉
妹
の
小
児
慢
性
疾
患
に

伴
う
看
護
な
ど
、
同
居
ま
た
は
長

期
入
院
・
入
所
し
て
い
る
親
族
の

常
時
の
介
護
、
看
護

（
５
）
災
害
復
旧

（
6
）
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

（
7
）
就
学
（
職
業
訓
練
等
に
お
け
る

職
業
訓
練
を
含
む
。）

（
8
）
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
。

（
9
）
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保

育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い

て
継
続
利
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

（
１０
）
そ
の
他
、
上
記
に
類
す
る
状
態

と
し
て
幌
延
町
が
認
め
る
場
合

　
○
保
育
時
間

保
育
標
準
時
間
認
定
：
7
時
３０
分
～
１8

時
３０
分
（
保
護
者
の
就
労
に
よ
り
、

最
大
１１
時
間
利
用
可
能
）

保
育
短
時
間
認
定
：
8
時
１５
分
～
１6
時

１５
分
（
保
護
者
の
就
労
に
よ
り
、
最

大
8
時
間
利
用
可
能
）

休
園
日
：
土
曜
日
・
日
曜
日
、
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始

○
認
定
こ
ど
も
園　
入
園
ま
で
の
流
れ

（
１
）「
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型
給
付

費
等
教
育
・
保
育
給
付
認
定（
教

育
・
保
育
給
付
認
定
変
更
）
申
請

書
兼
現
況
届
出
書
」
に
就
労
等
の

証
明
書（
保
育
を
必
要
と
す
る
事

由
を
証
明
す
る
も
の
）
を
添
え
て
、

こ
ど
も
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
様
式
は
こ
ど
も
園
に
来
園
し
て

入
手
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ「
教
育
・
保
育
給

付
認
定
申
請
書
兼
現
況
届
出
書
」

を
印
刷
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（
2
）保
育
の
必
要
性
や
必
要
量
の
審
査
、

利
用
者
負
担
額（
保
育
料
）
の
算

定
後
、
保
護
者
へ「
支
給
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
併
せ
て
利
用

者
負
担
額
、
入
園
承
諾
書
な
ど
が

通
知
さ
れ
ま
す（
３
月
下
旬
予

定
）
。

（
３
）
４
月
の
入
園
ま
で
に
、
口
座
振

替
の
手
続
き
や
入
園
の
し
お
り
に

よ
り
園
生
活
に
必
要
な
物
を
揃
え

ま
し
ょ
う
。

○
利
用
者
負
担
額
な
ど
に
つ
い
て

（
１
）
３
歳
～
５
歳
の
保
育
料
は
無
償

化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
た
だ
し
実
費
徴
収
と
し
て
、
給
食

費（
月
額
主
食
８
０
０
円
・
副
食
4
，

１
０
０
円
）
教
材
費（
月
額
１
，
１

４
０
円
）
の
保
護
者
負
担
金
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
基
準
額
表
の
階
層
区

分
に
よ
り
免
除
と
な
る
世
帯
が
あ
り

ま
す
。

（
2
）
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
は
下
記

の
利
用
者
負
担
額
徴
収
基
準
額
表
の

と
お
り
で
す
。

（
３
）
時
間
外
保
育（
延
長
保
育
）
、
一

時
預
か
り
保
育
等
な
ど
の
特
別
保
育

料
金
に
つ
い
て

　
・
時
間
外
保
育（
延
長
保
育
）

 

　
１５
分
毎
つ
き　
8０
円

　
・
一
時
預
か
り
等
保
育
料
金

 

１
時
間
毎
に
つ
き　
３
０
０
円

　
認
定
こ
ど
も
園
・
問
寒
別
へ
き
地

保
育
所
で
は
、
令
和
５
年
度
の
入

園
児
を
令
和
５
年
２
月
１
日
か
ら

２
月
28
日
ま
で
の
期
間
で
募
集
い

た
し
ま
す
。

令
和
５
年
度　
園
児
募
集
に
つ
い
て
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問
寒
別
へ
き
地
保
育
所

定　
　
員
：
３０
名

対
象
児
童
：
小
学
校
入
学
前
の
児
童

（
た
だ
し
、
2
歳
未
満
の
児
童
を
除
く
）

入
所
事
由
：
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ

り
家
庭
で
保
育
で
き
な
い

場
合
。

　
　
　
　
　
３
歳
以
上
児
に
つ
い
て
は

集
団
生
活
の
経
験
を
さ
せ

た
い
な
ど
の
場
合

保
育
時
間
：
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
8
時
００
分
～
１５
時
３０
分
）

　
※
延
長
を
希
望
さ
れ
る
方
は
１7
時
１５

分
ま
で

休
所
日
：
土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民

の
祝
日
、
年
末
年
始

入
所
申
込
み
：
様
式
は
問
寒
別
へ
き
地

保
育
所
に
来
所
し
て
入
手
い
た
だ
く

か
、
幌
延
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
（
へ
き
地

保
育
所
入
所
申
込
書
）
を

印
刷
し
て
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
入
所
事
由
に
よ
り
就

労
な
ど
の
証
明
書
類
を
添

え
て
、
問
寒
別
へ
き
地
保

育
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
保
育
料
お
よ
び
保
護
者
負

担
金
に
つ
い
て

（
１
）
３
歳
～
５
歳
の
保
育

料
は
無
償
化
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
 

た
だ
し
実
費
徴
収
と
し

て
、
お
や
つ
代（
月
額
7

０
０
円
）・
行
事
食（
１
回

２
４
０
円
）
お
よ
び
教
材

費（
月
額
１
，
１
４
０
円
）

の
保
護
者
負
担
金
が
あ
り

ま
す
。

（
2
）
３
歳
未
満
児
は
左
記
の
保
育
料

徴
収
基
準
額
表
の
と
お
り
で
す
。

利用者負担額徴収基準額表（保育3号認定）

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

３歳未満児
（３号給付）
徴収基準額
（月額）円

階層区分 定　　　　　　　　　　義 保　　育
標準時間

保　育
短時間

Ａ 生活保護世帯 ０ ０

Ｂ

Ａ階層を除き、当該年度分
（4月から8月までにあって
は、前年度分。以下同じ）
の町民税非課税世帯

ひとり親世帯等 ０ ０

ひとり親世帯等以外の世帯 ０ ０

Ｃ

１

Ａ階層を除き、当該年度分
の町民税課税世帯のうち、
調整後所得割課税額が次の
区分に該当するもの

48,6００円
未満

ひとり親世帯等 ５,３５０ ５,29０
ひとり親世帯等以外の世帯 １１,7００ １１,５8０

2

48,6００円
以上

97,０００円
未満

ひとり親世帯等で所得割課税額
77,１０１円未満 ５,4００ ５,4００

上記以外の世帯 １8,０００ １7,76０

３ 97,０００円以上１69,０００円未満 26,7００ 26,３4０
4 １69,０００円以上３０１,０００円未満 ３6,6００ ３6,０6０
５ ３０１,０００円以上 48,０００ 47,28０

・C１階層～ C３階層までの第2子以降は第１子の年齢に関わらず０円、C4階層～ C５階層はこども園を
同時に利用する最年長から順に第2子は半額、第３子以降は０円

問寒別へき地保育所　保育料徴収基準額表
各月初日の保育を受ける子どもの属する世帯の階層区分

階層区分 定　　　　　　義 ３歳未満児
保育料（月額）

Ａ 生活保護法による被保護世帯 ０

Ｂ Ａ階層を除き、当該年度分（4月から8月までにあっ
ては、前年度分。以下同じ）の町民税非課税世帯 ０

Ｃ

１
Ａ階層を除き、当該年度分の町
民税課税世帯のうち、調整後所
得割課税額が次の区分に該当す
るもの

48,6００円未満 6,6００

2 48,6００円以上
97,０００円未満 １０,５００

３ 97,０００円以上
１69,０００円未満 １１,３００

4 １69,０００円以上 １2,9００
・３歳未満児保育料は保育所を同時に利用する最年長から順に、2人目以降は基準

額の半額

　
認
定
こ
ど
も
園
、
問
寒
別
へ
き
地
保

育
所
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

認
定
こ
ど
も
園
（
５
―
１
２
５
４
）

で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
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相澤　翔夢 君

　
　
　
　
男
女
平
等
に
関
す
る

幌
延
町
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

町
民
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す

る
意
識
調
査
を
し
た
上
で
、
町

と
し
て
の
明
確
な
数
値
目
標
を

設
け
て
、
セ
ミ
ナ
ー
や
学
習
会

を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
　
　
　
幌
延
町
で
は
ジ
ェ
ン

ダ
ー
関
連
に
特
化
し
た
取
組
み

は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
男

女
格
差
の
是
正
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
理
解
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、

一
人
ひ
と
り
が
ど
う
行
動
に
移

す
か
私
た
ち
み
ん
な
の
意
識
改

革
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
み
ん

な
で
協
力
し
合
い
、
男
女
が
自

分
に
合
っ
た
仕
事
や
社
会
活
動

が
で
き
る
よ
う
な
制
度
は
整
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。

質　
問

答　
弁

大山　恭慶 君

　
　
　
　
幌
延
町
に
ジ
ェ
ン
ダ

ー
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
男
女
差
別

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
困
っ
た
と
き

の
た
め
の
施
設
や
相
談
窓
口
が

あ
れ
ば
も
っ
と
生
き
や
す
い
社

会
と
な
り
、
よ
り
良
い
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
町
内
に
は
人
権
相
談

委
員
や
行
政
相
談
員
が
い
て
、

何
か
あ
れ
ば
こ
う
い
う
方
々
に

相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
役
場
の
窓
口
で
も
相
談
が
あ

れ
ば
専
門
機
関
を
紹
介
す
る
な

ど
、
適
切
な
対
応
を
心
が
け
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
悩

み
や
意
見
、
思
い
を
持
っ
て
い

る
方
々
が
、
気
軽
に
相
談
や
意

見
交
換
が
で
き
る
場
づ
く
り
は

大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

質　
問

答　
弁

幌延町こども議会開催

　こども議会は、こども達に「町づくりや町議会の仕組みを理解し、身近に感じてほしい」、「普段はできな
い町への意見や提言を通し、大人と一緒にまちづくりを考えるきっかけにしてほしい」という思いを込めて
開催されました。
　幌延中学校３年生が学校の授業や聞き取りから得た知識や情報を使った提案や鋭い意見など幌延町のこと
を真剣に考え、幌延町議会のように一般質問形式で、町長、教育長に質問しました。
　当日は、前半の議長に濱下透空君、後半の議長に小川紗楽さんが勤めました。最後に中島愛依さんが代表
の感想を述べてこども議会が終了しました。また、今年は幌延小学校６年生も傍聴に来られました。
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小川　紗楽さん

　
　
　
　
幌
延
の
Ｐ
Ｒ
の
仕
方

に
つ
い
て
提
案
し
ま
す
。

　
漫
画
で
幌
延
の
良
い
と
こ
ろ

や
特
徴
な
ど
を
紹
介
す
る
Ｐ
Ｒ

漫
画
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
認
知

度
や
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り
上
が
り

な
ど
、
相
乗
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。

　
　
　
　
幌
延
町
で
も
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
が
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
幌
延
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。

　
小
川
さ
ん
が
提
案
す
る
漫
画

を
活
用
し
た
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
は
、

わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
良

い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ち

の
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の
人
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
幌
延

質　
問

答　
弁

に
移
り
住
も
う
と
考
え
る
人
が

増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
幌
延
が
も
っ
と
魅
力
あ
る
暮

ら
し
良
い
町
に
な
る
た
め
の
政

策
と
合
わ
せ
て
、
効
果
的
な
Ｐ

Ｒ
の
方
法
に
つ
い
て
情
報
収
集

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

小原　将希 君

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
人
の
手
で

行
っ
て
い
た
作
業
を
Ａ
Ｉ
に
代

質　
問

　
今
後
、
情
報
収
集
を
し
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
業
務

の
効
率
化
な
ど
に
必
要
な
も
の

が
あ
れ
ば
取
り
入
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。

佐藤　楓真 君

　
　
　
　
幌
延
町
で
は
、
町
内

外
の
人
々
が
集
う
場
所
や
機
会

が
少
な
い
と
思
う
の
で
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
再
建
築
し
様
々

な
年
代
の
人
々
が
利
用
で
き
る

施
設
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
私
た
ち
中
学
生
も

幌
延
町
を
更
に
活
性
化
す
る
た

め
に
町
お
こ
し
に
協
力
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
町

お
こ
し
さ
れ
て
い
る
人
々
と
交

流
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
幌
延
に
活
気
と
賑
わ

い
を
も
た
ら
す「
ま
ち
の
拠
点
」

の
施
設
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

て
、
そ
の
拠
点
・
施
設
に
ど
の

よ
う
な
役
割
や
機
能
を
持
た
せ

質　
問

答　
弁

る
の
が
良
い
か
町
民
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
聴
き
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
町
民
の
方
や
道
外
か
ら

や
っ
て
き
た
若
者
が
、
空
き
店

舗
な
ど
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
開

業
し
、
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
貢
献
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
と
の
交
流

は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
貴
重
な

経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

地
域
探
求
の
時
間
な
ど
を
活
用

し
た
交
流
が
で
き
な
い
か
検
討

し
ま
す
。

佐藤　由衣さん

　
　
　
　
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
の
ワ
ッ

ペ
ン
が
つ
い
た
ハ
ン
カ
チ
や
、

テ
シ
オ
コ
ザ
ク
ラ
の
ア
ロ
マ
を

加
工
し
た
商
品
な
ど
幌
延
町
限

定
品
を
売
れ
ば
話
題
性
が
上
が

る
と
お
も
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
ナ
カ
イ
牧
場
や
ホ

ロ
カ
ル
で
し
か
限
定
商
品
を
見

質　
問

え
る
こ
と
で
、
町
民
に
時
間
的

余
裕
が
で
き
生
産
性
の
向
上
や

効
率
的
な
働
き
方
が
可
能
に
な

り
、
豊
か
で
持
続
可
能
な
生
活

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
教
育
の
面
で
い
ち
早
く
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
導
入
し
て
い
る
幌
延
町
だ

か
ら
こ
そ
、
町
全
体
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　
　
現
時
点
で
Ａ
Ｉ
の
活

用
は
、
小
中
学
校
で
の
学
習
ド

リ
ル
、
そ
れ
以
外
に
は
、
議
事

録
等
作
成
業
務
が
あ
り
ま
す
。

本
日
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
ど
も

議
会
の
議
事
録
も
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
シ
ス
テ
ム
で
音
声
デ
ー
タ

を
文
字
に
変
換
す
る
こ
と
で
事

務
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

機
を
は
じ
め
、
既
に
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
に
利
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
Ａ
Ｉ
の
導
入
は
費
用
対
効

果
の
観
点
か
ら
も
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

答　
弁

ホロベー vs ツリーくん（ほろのべテレビ）
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か
け
ま
せ
ん
が
、
販
売
場
所
を

増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

　
　
　
　
幌
延
町
の
観
光
資
源

の
ひ
と
つ
で
あ
る
ブ
ル
ー
ポ
ピ

ー
や
町
の
花
に
指
定
し
て
い
る

テ
シ
オ
コ
ザ
ク
ラ
を
活
用
し
た

独
自
商
品
は
、
そ
の
珍
し
さ
が

話
題
と
な
っ
て
幌
延
町
を
多
く

の
人
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
よ
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
う
の

で
、
商
品
開
発
の
参
考
に
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
特
産
品
の
販
売
場
所
で

す
が
お
酒
や
秘
境
駅
グ
ッ
ズ
な

ど
の
商
品
は
、
町
内
の
各
商
店

で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

答　
弁

幌
延
に
来
ら
れ
な
い
人
も
特
産

品
が
購
入
で
き
る
よ
う
、
ホ
ロ

カ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
と
い
う
制
度
を
活

用
し
た
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て

い
ま
す
。

寺澤　空七さん

　
　
　
　
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場

は
、
観
光
客
が
た
く
さ
ん
訪
れ

る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　
様
々
な
障
害
の
人
で
も
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
、
オ
ス
ト
メ

イ
ト
対
応
ト
イ
レ
や
触
知
図
案

内
板
な
ど
の
整
備
を
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

 　
　
　
　

公
共
施
設
は
多
種

多
様
な
人
が
訪
れ
る
場
所
で
す

か
ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
進

め
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場
は
、
幌

延
町
の
顔
と
な
る
観
光
施
設
で
、

質　
問

答　
弁

画
」
を
作
り
、
雇
用
機
会
の
均

等
や
能
力
に
応
じ
た
職
責
配
置
、

町
職
員
の
育
児
休
業
取
得
や
勤

務
時
間
の
適
正
化
、
各
種
休
暇

の
取
得
促
進
、
家
事
と
仕
事
の

両
立
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
役
場
の
中
だ
け
で
な
く
、
認

定
こ
ど
も
園
の
充
実
、
子
育
て

支
援
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
な
ど
、
女
性
の
社
会
進
出
、

女
性
や
男
性
と
い
う
こ
と
に
関

わ
ら
ず
、
誰
も
が
生
き
が
い
を

も
っ
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
町
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
機

会
を
と
ら
え
て
、
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中嶋　愛依さん

　
　
　
　
私
は
男
だ
か
ら
、
女

だ
か
ら
と
の
決
め
付
け
で
嫌
な

思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
つ
の
国
際
目

質　
問

標
の
一
つ
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
実
現
し
よ
う
」
と
設
定
さ

れ
る
な
ど
、
男
女
の
決
め
つ
け

を
無
く
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
幌
延
町
で
も
啓
発
ポ

ス
タ
ー
や
、
告
知
端
末
で
の
呼

び
か
け
な
ど
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
男
女
の
決
め
つ
け
や
固
定

観
念
を
な
く
し
て
い
く
取
組
を

す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
住
み
や

す
い
環
境
が
整
う
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す

る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会

を
と
ら
え
て
、
啓
発
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
男
女
関
係
な
く
、
仕
事
や
家

事
、
育
児
や
社
会
活
動
の
中
で
、

自
分
ら
し
く
、
望
む
生
き
方
が

で
き
る
社
会
づ
く
り
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

濱下　透空 君

　
　
　
　
国
際
交
流
施
設
の
多

目
的
ホ
ー
ル
は
音
楽
活
動
専
用

答　
弁

質　
問

施
設
が
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
利
用
者
の
満
足

度
向
上
や
来
場
者
の
増
加
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ト
イ
レ

や
案
内
板
の
整
備
も
十
分
検
討

し
、
今
の
時
代
に
合
っ
て
い
る

か
確
認
し
、
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧

場
施
設
全
体
の
環
境
整
備
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

寺本　晴陽さん

　
　
　
　
現
在
、
日
本
で
は
結

婚
を
す
る
人
が
減
っ
て
き
て
お

り
、
理
由
の
一
つ
と
し
て
働
き

方
や
生
活
の
仕
方
の
価
値
観
の

違
い
、
両
性
の
思
い
込
み
な
ど

男
女
差
別
が
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
幌
延
町
民
が
持
っ
て
い
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
知
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
町
長
は
ど
う
考

え
ま
す
か
。

　
　
　
　
幌
延
町
に
お
い
て
も

「
幌
延
町
特
定
事
業
主
行
動
計

質　
問

答　
弁

ホロカルに設置の自動販売機
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ホ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
芸
術
や
音
楽
活
動
等
を
更
に

活
発
に
す
る
た
め
、
文
化
に
親

し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の

開
発
を
希
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
先
日
、
国
際
交
流
施

設
で
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
、
大
井
健
さ
ん
が
演
奏

し
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
を
ス
テ
ー

ジ
上
で
は
な
く
床
に
置
く
な
ど

の
工
夫
に
よ
り
ピ
ア
ノ
の
音
が

程
よ
く
共
鳴
し
、
大
井
さ
ん
は

音
の
響
き
の
す
ば
ら
し
さ
に
大

変
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
施
設
の
使
い
方

を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
様
々
な

答　
弁

活
用
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
し
い
ホ
ー
ル
を
造
る
こ

と
も
有
効
で
す
が
、
相
当
の
予

算
が
か
か
り
ま
す
。
工
夫
次
第

で
素
晴
ら
し
い
活
用
が
で
き
る

既
存
の
施
設
を
使
い
、
代
わ
り

に
生
の
音
楽
や
芸
術
を
鑑
賞
す

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
幌
延

町
民
に
と
っ
て
有
意
義
だ
と
考

え
ま
す
。

宮本　徒夢 君

　
　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
影
響
も

あ
り
、
森
林
や
環
境
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
若
い
人
た
ち
が
自
然
豊
か
な

幌
延
町
で
森
林
の
仕
事
に
就
け

る
と
、
働
き
口
も
増
え
、
産
業

も
潤
う
と
思
い
ま
す
。
結
果
、

森
林
に
対
す
る
町
民
の
関
心
が

高
ま
り
、
木
材
の
有
効
活
用
や

自
然
保
護
の
取
組
み
が
全
国
に

誇
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
森
林
の
効
率
的
な
整

質　
問

答　
弁

　
　
　
　
ホ
ロ
カ
ル
は
駅
に
多

く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
に
着
目

し
、
特
産
品
販
売
、
観
光
案
内
、

移
住
相
談
な
ど
を
通
じ
て
ま
ち

に
賑
わ
い
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
特

に
特
産
品
は
新
し
く
開
発
し
た

商
品
の
販
売
を
積
極
的
に
行
い
、

ト
ナ
カ
イ
の
角
細
工
、
熊
の
爪

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
押
し
花
の

し
お
り
や
秘
境
駅
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
グ
ッ
ズ
は
町
民
の
方
が
手
作

り
し
た
商
品
で
す
。
ま
た
「
ア

カ
ハ
ナ
」
と
い
う
商
品
名
の
ミ

ニ
ト
マ
ト
や
「
か
ぼ
っ
ち
ゃ
ま

く
ん
」
と
い
う
商
品
名
の
カ
ボ

チ
ャ
は
、
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場

の
畑
で
採
れ
た
も
の
で
、
毎
日

買
い
に
来
て
く
れ
る
町
民
の
方

も
い
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
札
幌
の
人
気
ラ
ー
メ
ン

店
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
を
駅
の
中

に
設
置
し
た
自
動
販
売
機
で
販

売
を
始
め
た
と
こ
ろ
早
く
も
人

気
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
こ
と
を
知
る
機
会
と

し
て
ホ
ロ
カ
ル
を
の
ぞ
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

答　
弁

備
促
進
や
、
町
内
産
材
の
木
を

有
効
利
用
す
べ
く
、
新
生
児
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
幌
延
町

の
ミ
ズ
ナ
ラ
の
木
を
使
っ
た
積

み
木
の
作
製
が
今
年
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
林

業
の
就
労
、
働
き
手
に
関
す
る

分
野
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
幌

延
町
の
産
業
振
興
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
事
業
を
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

村元　柊華さん

　
　
　
　
幌
延
駅
に
は
ホ
ロ
カ

ル
と
い
う
Ｐ
Ｒ
支
援
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
。
認
知
度
は
少
し

ず
つ
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
利

用
の
理
由
や
き
っ
か
け
が
な
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ホ
ロ
カ
ル

に
町
民
が
作
っ
た
雑
貨
や
農
作

物
な
ど
を
売
買
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
作
っ
た
ら
Ｊ
Ｒ
利
用
者
以

外
の
町
民
も
足
を
運
ぶ
人
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。 質　

問

大井健さんピアノコンサートの様子

お
詫
び
と
訂
正

　

議
会
だ
よ
り
第
１
２
５
号

（
広
報
誌
12
月
号
）
で
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

○
10
ペ
ー
ジ　
１
段
目

　
誤　
▽
令
和
４
年
度

　
正　
▽
令
和
３
年
度

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

傍聴に来た幌延小学校６年生の記念撮影
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●第２期幌延町健康増進計画は、町民の皆さんが生き生きと健やかで充実した生活が送れるよう、生活の
質の向上や、社会生活を営むために必要な心身機能を維持・向上させることを目的として策定した、町民
の皆さんが主体的に健康づくりを行うための計画です。

●令和４年度の町で実施した取り組み（一部は今後実施予定）についてお知らせします。
　今一度、自分・家族の健康や生活を見直し、できそうなことがあれば取組んでみましょう！

第２期幌延町健康増進計画第２期幌延町健康増進計画
支えよう！広めよう“ほろのべ元気の輪”21支えよう！広めよう“ほろのべ元気の輪”21

計画推進期間
令和２年４月～令和11年３月

重　点　項　目 めざすところ 個人・家庭でできそうなこと 令和４年度
町の取り組み

１．運　　動
自分の体力や時間に
合った運動習慣を身
につけよう

1．今より10分多く
歩こう

２．週に1回以上は
運動などで身体
を動かそう

○運動の効果を学び、意識して身体を
動かす。

○町の事業や各種スポーツイベントに
参加する。

○徒歩や自転車の利用を心がける。
○ウォーキングを夫婦・近所・友人な

どと誘い合って行う。
○日常生活の中で身体を動かす機会を

増やす。

★若年層向けの夜間帯
の運動教室(Re:Body)

★ウォーキングラリー
★プラス10の周知
　(10分多く歩こう)

２．食 生 活
塩分や糖分を控えた
健康的な食習慣を身
につけよう

1．野菜を毎日とろ
う

２．塩分をとりすぎ
ないようにしよ
う

3．糖分をとりすぎ
ないようにしよ
う

○食事は3食をしっかりとる、間食を
食べすぎない、夜遅く食べないなど、
規則正しい食生活を心がける。

○毎日野菜を食べるよう心がける。
○塩分・糖分のとりすぎに注意する。
○栄養教室、料理講習会などに参加する。

★告知端末機での情報
提供の継続

★料理教室の開催
（おてがるクッキング）

3．疾病予防
健康に関する正しい
知識をもち、生活習
慣を改善しよう

1．健（検）診を受け
て自分の健康状
態を知ろう

２．肥満を改善、予
防しよう

3．生活習慣の改善
に取り組もう

4．禁煙に取り組も
う

○健（検）診の必要性と健康管理の知識
を学ぶ

○年に1回は必ず健（検）診を受け、自
分の体のチェックを行う

○自分や家族の生活習慣を見直す
○自分の適正体重を知り、体重を定期

的に測り、適正体重の維持に努める
○町が行う健康教室などに積極的に参

加する。
○間食や甘味飲料を控え、適度な運動

を心がけ、食べ過ぎに注意する。
○喫煙が他人の健康も影響があること

を知り、喫煙マナーを心がける。

★各種健診（検診）
★ピロリ菌検診、骨粗鬆

症検診の診療所での
検診

４．歯の健康
歯や口の中から健康
づくりをはじめよう

1．手鏡を使うなどし
て自分自身で口
の中を見て、丁
寧に歯磨きをしよ
う

２．歯科医や歯科衛
生士による指導
を年に1度は受け
よう

○歯や歯肉の大切さ・歯周病について
学ぶ。

○かかりつけ歯科医師をもち、定期的に
歯科検診を受ける。

○お菓子やジュースなどの甘いもののと
りすぎに注意する。

○自分の磨き方の癖を知り、正しいブラ
ッシングを毎日行う。

★妊娠している方、30歳
から７0歳までの5歳刻
みの方の歯周病検診

５．心の健康
一人で抱え込まず、
相談できる人を見つ
けよう

1．趣味や生きがい
を持とう

２．ストレスと上手に
付き合おう

○心配ごとを相談できる相手をもつ。
○自分にあったストレス解消法を身につ

ける。
○自分の時間を大切にし、心身のリフレ

ッシュを図る。

★心の健康相談、相談
機関などの普及啓発

目標１：健康状態が良いと感じる人を増やす　　目標2：健康寿命を延ばす

お問い合わせ先:保健福祉課 保健グループ　電話・告知端末機 ５－１790
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旭川地方法務局からのお知らせ
～法定相続情報証明制度のご案内～

　相続手続きでは、お亡くなりになられた方に関する大量の戸籍書類一式を、相続手続きを取り扱
う各種窓口に何度も出し直す必要があります。
　法定相続情報証明制度は、法務局に「申請書」・「戸籍書類一式」・「相続関係を一覧にした図『法
定相続情報一覧』」を一緒に提出することで、法定相続人が誰であるのかを一覧図の写しに登記官が
無料で交付します。法定相続情報一覧図を利用することで、お亡くなりになられた方の相続登記、
預金の払い戻し、相続税の申告、各種年金手続などを行うときに必要とされる戸籍書類一式の提出
が省略できます。
　ご検討される方は、旭川地方法務局登記部門までお気軽にお問い合わせください。

お問い合わせ先：旭川地方法務局登記部門　電話 0166-38-1146
　　　　　　　【受付時間】8：30～17：15（土・日・祝日・年末年始を除く）
　　　　　　　【手続きの詳細】法務局ホームページ
　　　　　　　（https://houmukyoku.moj.go.jp/homu/page7_000013.html）

放送大学入学生募集のお知らせ
　放送大学北海道学習センターは、令和５年度の学生募集を行っています。
　放送大学では１０代から9０代の約９万人が、大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目
的で学んでいます。

　放送大学にはこんな魅力があります！
『ポイント１』自分に合ったスタイルで学べます
　放送授業はBS放送でインターネットなどで視聴でき、また、パソコンとインターネット環境があ
れば学習できるオンライン授業もあります。講師から直接学ぶ「面接授業（スクーリング）」も多数
開講され、全国５7 ヶ所にある学習センター・サテライトスペースなどで他の学生と一緒に受講でき
ます。その他、サークル活動や学生同士の交流もできます。
『ポイント２』目的に合わせて在学期間や科目を選択できます
　興味のある分野から特定の科目のみ、１科目から選択が可能です。また、所定の期間在学し、か
つ所定の単位を修得し卒業すると「学士（教養）」の学位が取得できます。さらに、大学院で「修士」
や「博士」の学位の取得も目指せます。
『ポイント３』学費を抑えて学べます
　入学料は7０００円～、授業料は１単位５５００円。入学料と受講したい科目数だけ授業料を納めれば良
いため、無駄がありません。また、半年ごとに受講する科目の授業料だけを払う仕組みも魅力の一
つです。

　【出願期間】第１回募集：２月28日（火）まで
　　　　　　　第２回募集：３月１日（水）から３月１4日（火）まで

資料請求や詳細については放送大学のウェブサイトからご確認ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→https://www.ouj.ac.jp

お問い合わせ先：放送大学北海道学習センター（札幌市北区北１7条西8丁目（北海道大学構内））
　　　　　　　 電話 0１１-736-63１8
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利　　用　　案　　内
幌延図書室
開館時間…【月 ～ 金】　9：30～20：00
　　　　　【土・日・祝】　9：30～1７：00
休 館 日…12月30日～1月6日
電　　話…5-1321

問寒別図書コーナー
開館時間…【月 ～ 金】　9：30～22：00
　　　　　【土・日・祝】　9：30～1７：00
休 館 日…12月30日～1月6日
電　　話…6-5006

図書室だより　～注目の新着本を紹介します～

一般図書 YA（中学生以上の方におすすめ） 絵本・児童書

　子どもから大人まで大人気の「しろくま」シリ
ーズ第 8 弾！
ぼくは、パンをたべるのがだ～いすき。いろい
ろなパンをもっともっとたべたいな！
　あるあさ、ぼくはおもったんだ。「だいすきな
パンのなかにはいってみたら、どんなかんじか
な？」そうぞうしただけで、よだれがでちゃう。
　読み聞かせにもぴったり！　想像力をかきたて
るユーモア絵本！

『パンしろくま』
著：柴田ケイコ

　100 人の保育士さん推薦。親子で「笑い合う」
習慣ができる絵本 !
　「おかおと おかお にっこり に ~」と、パンダ
ちゃん、こいぬちゃん、ぞうちゃん、人間の赤ち
ゃんに、ママパパが笑いかけ、笑い合います。 

「おかおと おかお にっこり に ~」と、笑顔にな
れる魔法の言葉で、親子で笑い合える絵本 !

『にっこりに～』
著：にへいたもつ

　なにがどうしてそうなった ! ? 
・「やっと水をもらえたトマトは超音波で大喜び

する」
・「音楽を聞いたブドウはおいしくなる」
　など、「よく知っている」ような気がしている

身近な植物にも、びっくりする秘密がありま
す。そんな植物の「え ? 知らなかった ! 」と
いうふしぎをイラストで紹介します ! 

『ほんとうはびっくりな
植物図鑑

ありふれた草花の秘密
がおもしろい！』

著：石井英男

　マグロのおすしがお店に買い物にやってきた！
　タマゴ、エビとたくさんあるすしネタから、何
に変身するのかな？
　アイスクリームにホットドッグ、ケーキや肉ま
んが、とってもリアルな仮想の街で愉快なお買
い物を楽しみます。すみずみまで楽しい写真絵
本。

『おすしがふく
をかいにきた』

著：田中達也

　ある日の登校中、美しい青年とすれ違っ
た鈴芽は、「扉を探してるんだ」という彼を
追って、山中の廃墟へと辿りつく。
　しかしそこにあったのは、崩壊から取り残
されたように、ぽつんとたたずむ古ぼけた
白い扉だけ。
　不思議な扉に導かれ、すずめの “ 戸締ま
りの旅 ” がはじまる。

『すずめの戸締り』
著：新海　誠

　無料で「こども飯」を提供する『大衆食
堂かざま』。
　店のオーナーの息子・心也は、時々こど
も飯を食べにくる同級生のことを気にしてい
た。
　友情と恋心、夏の逃避行。大人たちの深
い想い。
　〈子ども食堂〉から始まる思いやりの連鎖
が、温かな奇跡を呼ぶ。

『おいしくて
泣くとき』
著：森沢明夫

・伝えたいことがなかなか伝わらない 
・伝えなくちゃいけないとわかっているけ

ど、伝える勇気が出ない 
・「どうせ伝わらない」とあきらめている 
・「伝えるのが面倒な人」に振り回されてい

て、どうにかしたい 
・もっと多くの人に自分の考え・気持ちを伝

えたい
　そんな人たちに読んでもらいたい本で
す。

『バナナの魅力を
100文字で伝えてください

誰でも身につく36 の伝わる法則』
著：柿内尚文

　ぼくは父であり、母であった。
　シングルファザーになったあの日から。
　これは小学生が大学生になるまでの間の
父子の心の旅の記録である。

『パリの空の下
で、息子とぼくの

3000日』
著：辻　仁成

　大きな話題を読んだ ” 体験型ミステリー ”
第２弾。
・第一章「明神の滝に祈ってはいけない」
・第二章「首なし男を助けてはいけない」
・第三章「その映像を調べてはいけない」
・書き下ろしの終章「？？？？？？？？はいけない」
――すべての謎がつながっていく。前作を
凌ぐ、驚愕のラストが待つ！

『いけない do not 2』
著：道尾秀介

　健康に長生きしたい。死ぬまで自分の足
で、杖をつかずに歩きたい。
 本書は、そんなあなたの味方となって、背
中を押してくれること請け合いです。

『100年足腰
死ぬまで歩ける
からだの使い方』

著：巽　一郎
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国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 幌延深地層研究センター
「地下の研究現場から」第3１回－坑道の周りは物質が動きやすい！？

お問い合わせ先：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
　　幌延深地層研究センター：電話・告知端末機：5-2022  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/
　　ゆめ地創館：電話・告知端末機：5-2772  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/yumechisoukan/index.html

　地下深部の岩盤には、割れ目が多かったり、その割れ目同士がつながったりする場所があります。
このような割れ目は、大きく分けて、地殻変動に伴い長い年月をかけて発達してきたものと、地下
にトンネルを掘削した時にその壁面からすぐ近くにできるもの（トンネル掘削に伴う割れ目）があ
ります。これらの割れ目は、地下水や物質が比較的動きやすい場所になる可能性があります。
　幌延深地層研究センターの深度３５０m調査坑道の周辺の岩盤には、場所により異なりますが、坑道
の壁面から１m程度奥までの範囲に、掘削に伴う割れ目ができていることが分かっています。また、
割れ目ができた部分は割れ目の無い部分と比べて、１００倍～ １,０００倍程度、水が通りやすいことも分
かっています。そこで、令和２年度から、トンネル掘削に伴う割れ目を対象に、物質の動きやすさ
を調べる試験（トレーサーを入れた地下水を人工的に流す試験：図１）を実施しています。
　目印として投入した物質（トレーサー）はボーリング孔から１箇所とコンクリートプラグの手前
の側溝から６箇所の合計７箇所で回収しました（図１(b)）。トレーサーの回収は、投入の６日後か
ら始めました。ボーリング孔からは孔内に仕切られた区間の地下水を、その他の回収地点では試験
坑道４の壁面から側溝に流れた地下水をそれぞれ回収し、トレーサー濃度を測定しました。測定の
結果、回収したトレーサー濃度の最大値は投入した濃度の約１００分の１まで減少していることが確認
できるとともに、トレーサー投入を停止した影響が約１8.５m離れた位置で観測されるのに２日程度か
かることが分かりました（図２）。このことから、トレーサーは掘削に伴う割れ目の多くに散らば
る（分散）ことや、掘削に伴う割れ目を通過する地下水量により薄まる効果が比較的大きい可能性
があります。これは、実際の地層処分場においても放射性核種が掘削に伴う割れ目を通って移動す
ることを想定した場合、このような割れ目が発達する領域を通るあいだに、放射性核種の濃度が一
定程度薄まる可能性を示しています。

　私たちの行っている研究について、広くご理解いただくために幌延町広報誌「ほろのべの
窓」の誌面をお借りして町民の皆さまをはじめ、ご愛読者さまに研究内容についてご紹介さ
せていただきます。

モグ太くん

広報調査等交付金事業

図 1　トレーサー試験レイアウト 図 2　トレーサー試験結果（p1 地点）
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インフォメーション情報

開催月日 開催場所 初回更新者
講習(2時間)

優良運転者
講習(30分)

普通運転者
講習(１時間)

違反運転者
講習(2時間)

1月10日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～
1月11日 (水) 幌延町消防署２階 18：30～
1月14日 (土) 遠別町生涯学習センター「マナピィ21」 13：00～
２月4日 (土) 豊富町定住支援センター「ふらっときた」 13：00～ 14：00～ 15：30～
２月7日 (火) 天塩町社会福祉会館 13：00～
２月11日 (土) 遠別町生涯学習センター「マナピィ21」 13：00～

１、２月の運転免許更新時講習のお知らせ

令和５年度訓練生の募集について
　北海道障害者職業能力開発校では、令和５年度訓練生を
募集します。
【対　象　者】　障がいのある求職者
【訓 練 科 目】
　建築デザイン科・CAD機械科・総合ビジネス科
　プログラム設計科総合実務科
【願書受付期間】
　①１月１6日（月）まで
　②１月１7日（火）～２月１7日（金）
　③２月2０日（月）～４月３日（月）

※ 選考の結果、募集定員に達した訓練科については、応
募受付を締め切ります

【選考試験日】　①１月2３日（月）　②３月１日　③４月７日
【選 考 場 所】　北海道障害者職業能力開発校　
【試 験 内 容】　国語、数学、面接

除雪についてのお願い

お問い合わせ先
北海道障害者職業能力開発校（砂川市焼山60番地）
電話 0125-52-2774　FAX 0125-52-9177
ハローワーク稚内（北海道稚内市末広4丁目１-25）
電話 0162-34-1120

　本格的な冬の到来となりました。これからしばらくの間は、雪と上手に付き合っていかなくてはなりません。
快適な冬の生活のために、除雪車が毎日活躍しています。
　除排雪作業へのご理解とご協力をお願いします。
○道路に雪を出さないでください。

　車道や歩道に雪を出してしまうと道路を狭くしたり、雪山ができたり、交通
事故や交通障害の原因となりますので、車道などへ雪を出さないようご協力を
お願いします。

○路上駐車はやめてください。
　　路上駐車は除雪作業の妨げになりますので、路上駐車はしないでください。
○除雪後に残ったご自宅の前の雪の処理はお願いします。

　除雪の際、玄関前などにどうしても雪が残ってしまいます。
　ご自宅の出入口の除雪は皆さんで行っていただくようご理解とご協力をお願
いします。

お問い合わせ先：管理課 建設グループ　電話 5-1116　告知端末機 5-8816

信書便制度について
～手紙を守るためのルールがあります～

　手紙やはがきなどの信書は、原則として日
本郵便株式会社および信書便事業者だけが取
り扱うことができると定められています（宅
配便やメール便では、原則として信書の送付
はできません）。
　詳細については、下記のホームページをご
確認いただくか、電話・メールでお問い合わ
せください。

お問い合わせ先
総務省情報流通行政局郵政行政部

（https://www.soumu.go.jp/yusei/
index.html）
信書便制度周知リーフレット（https://
www.soumu.go.jp/main_
content/000739946.pdf）
総務省情報流通行政局郵政行政部郵便課

（電話:03-5253-5975／E-mail:shinsyo_
soudan@soumu.go.jp）
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インフォメーション情報

気 象 台 一 口 メ モ

　オホーツク海の冬の風物詩である流氷は、冬の季節風
や海流に乗って徐々に南下し、沿岸地域の豊かな海をは
ぐくんでいます。さらに、流氷自体が壮大な絶景をうみ
出し貴重な観光資源にもなっています。
　しかし、流氷が海岸に押し寄せると、港湾施設や水産資源を傷つけてしまったり、船舶が流氷に囲まれ、
閉じ込められてしまったりすることがあり、過去には宗谷地方でも被害が発生しています。また、戦後
間もなくの釧路地方では、地震による津波が流氷を巻き込み、家屋に衝突し被害を拡大させました。
　このように、流氷は大きな恵みをもたらす一方で、時には災害に結び付いてしまうため、気象庁では
風雨や地震・火山などと同様に流氷の動きを監視しており、解析、数値シミュレーションから生み出さ
れた最新の流氷（海氷）分布・予想図を気象庁ホームページで公開しています。ぜひご活用ください。

（海氷予想図 https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaikyou/seaice/tile/jp/index_fct.html）

お問い合わせ先：稚内地方気象台　電話 0162-23-2679

流氷の監視と予測流氷の監視と予測

国際交流事業のお知らせ
～第47回 ちびっこ探検学校ヨロン島　参加者募集～

　公益社団法人国際青少年研修協会では、「第47回ちびっこ探検学校ヨロン島」の参加者を全国から募集して
います。この事業は沖縄に近い南の島「ヨロン島」のサンゴ礁の海と美しい自然の中で、全国から参加する
仲間との民宿での共同生活や、さまざまな野外活動（海水浴、イカダ作り＆イカダこぎ、さとうきび刈り＆
絞り、洞窟探検など）を通して友達作りの楽しさを知り、お互いに協力し助け合い、積極的にチャレンジす
る心を養います。
　今度の春休みは、思い出に残る楽しい体験をしに暖かな南の島「ヨロン島」に行きませんか？
期　間：2０2３年３月26日（日）～４月１日（土）　６泊７日
場　所：鹿児島県大島郡与論町
オンライン説明会：詳細については下記へお問い合わせください
定　員：日本人小学生：１００名　　外国人小学生：１００名　
締切り：2０2３年３月６日（月）
参加費：旭川空港：１97,０００円　　新千歳空港：１8３,０００円
　　　　※ その他の空港から出発する場合の参加費は下記へお問い合わせください

～春休み海外研修交流事業～
　公益財団法人・国際青少年研修協会では、春休み海外研修交流事業の参加者を募集しています。海外生活
を通して交流を体験し、国際感覚を養うことを目的に実施します。初めて海外へ行かれる方も安心して参加
できるように事前説明会（対面式・オンライン）や事前研修会も実施し、準備からサポートいたします。
研修国：イギリス・オーストラリア・カナダ・サイパン・ハワイ・カンボジア・ネパール
内　容：ホームステイ・英語研修・学校訪問・文化交流・地域見学・野外活動など
オンライン説明会：１2月実施予定　※ 詳細については下記へお問い合わせください
日　程：３月26日（日）～４月６日（木）　
対象者：小学校３年生から高校３年生まで　
定　員：各研修先１０名ずつ
参加費：３48,０００円～ 788,０００円
締切り：１月１2日（木）、１月2５日（水）　
　研修国ごとに締切りや体験内容などが異なりますので、詳しくは下記までお問い合わせください。

資料請求・お申込み・お問い合わせ先：公益社団法人 国際青少年研修協会
〒170-0013　東京都豊島区東池袋2-23-2UBG東池袋6階
電話：03-6825-3130　FAX：03-3981-2712
E-mail：info@kskk.or.jp　HP：https://www.kskk.or.jp
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まちの話題
　幌延町議会議員の無量谷隆氏が、北海道社会貢献賞（自治功労者）を受
賞されました。
　無量谷氏は、平成15年５月１日から現在に至るまでの19年以上にわた
り幌延町議会議員として、さらにその間、平成23年５月９日から平成27
年４月30日までと、令和元年５月８日から令和４年７月１日までは同議
会運営委員会委員長として、地方自治の振興や発展に貢献されました。
　表彰式は11月30日に札幌市で執り行われ、翌12月1日に、野々村町長
への受賞報告が行われました。

無量谷 隆氏　北海道社会貢献賞（自治功労者）受賞無量谷 隆氏　北海道社会貢献賞（自治功労者）受賞12月1日㈭

　11月21日に、北海道知事が地
域訪問を行うなおみちカフェが開
催されました。
　この取組みは宗谷管内７市町村
を対象に行われ、地域の創意工夫
ある取組みを知事が直接聞き取
り、広く発信するもので、幌延町
では西天北サーマルリサイクルフ
ァクトリーに訪問されました。

北海道知事訪問 なおみちカフェ北海道知事訪問 なおみちカフェ11月21日㈪

　皆さんこんにちは、地域おこし協力隊の貞廣です。
　今年度の活動の一つとして、私は広尾町と「クリスマス」をキーワードにコラボ
レーション企画を行なっています。主な内容はYouTubeやZoom（Ｗｅｂ会議）
などを活用しながらお互いの町を紹介し合ったり、時にはご当地キャラクター同士
で対決を行なったり、その他は観光パンフレットとポスターの交換配布、SNSでの

相互発信などです。交流の様子については地域
おこし協力隊SNSやYouTubeチャンネル「ほろ
のべテレビ」にて公開していますので、ぜひ見
ていただけると嬉しいです。
　今後はお互いの町民同士が交流できる機会を
設けたいと考えており、交流
の輪をさらに広げていきたい
です。この交流をきっかけに
幌延町やトナカイ観光牧場な
どへ訪れる方が増えることを
願っています。

協力隊おこし域地 通信
VOL.85

観光振興担当　貞廣拓哉隊員

～コロナと共に歩み始めた日常～
　「コロナワクチン何回打ったっけ？」そんな日常会話も繰り広げられる昨今。こ
こ問寒別での日常はコロナ感染対策をしながら少しずつあゆみを始めています。
　問寒別のにぎわいのひとつでもあるサークル活動も改めて動き出しています。
１０月に開催された問寒別町民文化祭では昨年中止していたそばサークルによる手

打ちそばの提供が復活しました。１2月には私が問寒別に来てから一度も開催されることがなかった、
問寒別ミニバレー愛好会によるゼニス杯が３年ぶりに復活し、にぎわい・活気にあふれる１日を過
ごしました。
　協力隊として問寒別、幌延町にや
ってきて３年。多くの行事、イベン
トが中止となってきました。まさか
コロナによる自粛が３年も続くなん
て誰が思っていたでしょうか？
　地域行事の後退感の中、完全に失
ってしまうのではなく、コロナと共
に出来る方法で、無理なく楽しく歩
みを続ける。そんな日々が来年も続
くことを願う年の瀬でした。

集落支援担当　中井正幸隊員

広尾町で現地交流を行ないましたコラボ動画はこちらから

12月４日に行われた第17回ZENITH杯
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まちの話題
　幌延町議会議員の無量谷隆氏が、北海道社会貢献賞（自治功労者）を受
賞されました。
　無量谷氏は、平成15年５月１日から現在に至るまでの19年以上にわた
り幌延町議会議員として、さらにその間、平成23年５月９日から平成27
年４月30日までと、令和元年５月８日から令和４年７月１日までは同議
会運営委員会委員長として、地方自治の振興や発展に貢献されました。
　表彰式は11月30日に札幌市で執り行われ、翌12月1日に、野々村町長
への受賞報告が行われました。

無量谷 隆氏　北海道社会貢献賞（自治功労者）受賞無量谷 隆氏　北海道社会貢献賞（自治功労者）受賞12月1日㈭

　11月21日に、北海道知事が地
域訪問を行うなおみちカフェが開
催されました。
　この取組みは宗谷管内７市町村
を対象に行われ、地域の創意工夫
ある取組みを知事が直接聞き取
り、広く発信するもので、幌延町
では西天北サーマルリサイクルフ
ァクトリーに訪問されました。

北海道知事訪問 なおみちカフェ北海道知事訪問 なおみちカフェ11月21日㈪

　みなさん、こんにちは。地域おこし協力隊の髙山美里です。
　地域おこし協力隊のトナカイ飼育担当として１１月に着任し、トナカイ観光牧場を
中心に勤務しています。動物の飼育に携わる仕事は初めてなので、毎日たくさんの
驚きと発見がありますが、かわいいトナカイたちに癒されながら楽しく活動してい
ます。トナカイの魅力をもっと多くの人に知ってもらえるよう観光ＰＲにも努めて

いきたいと思っています。ぜひ、トナカイ観
光牧場で見かけた際は話しかけてもらえると
嬉しいです。
　１2月に入り、大阪に住んでいた時には見た
ことのない雪景色が広がっていてとても驚い
ています。北海道の冬は初めてなので少し不
安ですが、トナカイたちと冬が越せたらいい
なと思います。早く幌延での生活に慣れ、町
の皆さんのお役に立てるように頑張りますの
で宜しくお願いいたします。

観光振興担当　髙山美里隊員
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ね ん き ん 通 信

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話 0162-32-1941
　　　　　　　　住民生活課 住民グループ　電話 5-1112　告知端末機 5-8812

新成人のみなさんへ　～２０歳からの年金手続き～
　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったとき、働い
ている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は、2０歳以上6０歳未満の方は加入することが義務付けられており、2０歳になると日本年金機構か
ら国民年金加入のお知らせが届きます。

○将来の大きな支えになります！
　国民年金は2０歳から6０歳までの方が加入し、保険料を納め、老後などに一定の給付を受けること
ができる制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
○老後のためだけのものではありません！
　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障がいが残ったときに受け取れます。
また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のあ
る配偶者」や「子」）が受け取れます。

国民年金のポイント

○『学生納付特例制度』
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納
付が猶予される制度です。
対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専
修学校および各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方
です。
○『納付猶予制度』
　学生ではない５０歳未満の方で、ご本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。
※平成28年６月以前の期間は、３０歳未満であった期間が対象となります。

『学生納付特例』と『納付猶予』制度

基礎年金番号通知書は大切に保管しましょう
　基礎年金番号通知書は、2０歳になってから概ね２週間以内に加入のお知らせ等と一緒に送付されます。加
入する年金制度の変更や、年金を請求するときなど生涯をとおして必要となりますので、大切に保管してく
ださい。

各種年金制度は
広報誌１０月号を
ご覧ください

⇨
学生納付特例は
広報誌５月号を
ご覧ください

⇨
納付猶予制度は
広報誌７月号を
ご覧ください

⇨
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ね ん き ん 通 信
町民くらしのカレンダー

注：保セ＝保健センター／子セ＝子育て支援センター
　 生セ＝幌延町生涯学習センター／東ス＝東ヶ丘スキー場
　 国際＝国際交流施設／総体＝総合体育館
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1月

1 日 元旦

２ 月 振替休日

３ 火

４ 水

５ 木
令和５年二十歳の集い（旧・成人式）
 13：30～（国際）
幌延町消防団幌延分団出初式
 （団員招集サイレン～9：30）

６ 金 役場御用始め
新年交礼会　17：30（国際）

７ 土 低学年スキー教室/子ども運動教室
 18：30～19：30（東ス）

８ 日 幌延町消防団問寒別分団出初式
 （団員招集サイレン～10：00）

９ 月 成人の日
第44回幌延町子ども会新春かるた大会（総体）

10 火

11 水
子ども朝活　9：00～12：00（幌小）
低学年スキー教室/子ども運動教室
 18：30～19：30（東ス）
年齢別ひろば　10：30～11：30（子セ）
こども料理教室　10:00～（保セ）

12 木

幌延中学校始業式
子ども朝活　9：00～12：00（幌小）
小１・2スキー教室/子ども運動教室
 13：30～15：00（東ス）
年齢別ひろば　10：30～11：30（子セ）
すくすく健診　13:00～（保セ）

13 金
【問寒別出張診療日】
子ども朝活　9：00～12：00（幌小）
小１・2スキー教室/子ども運動教室
 13：30～15：00（東ス）

14 土 小１・2スキー教室/子ども運動教室
 13：30～15：00（東ス）

15 日

16 月 【心療内科・精神科診療日】
幌延小学校始業式

17 火
問寒別小中学校始業式
もぐもぐスクール　10：00～（保セ）
運動教室Re:Body　19：00～（保セ）

18 水 親子リズム体操遊び　10：30～11：30（子セ）

19 木 はつらつ教室　9：45～（保セ）

20 金

21 土
町内書き初め展 １/31まで（国際）
ふるさと自然体験チャレンジ教室
 「スノートレッキング」　9：30～11：30（町内）

22 日

23 月 子育て講座　10：30～11：30（子セ）

24 火 読み聞かせ会　11：00～（生セ）

25 水
生きがい教室「新春演芸会」　13：30～15：30
 （国際）
おてがるクッキング　18:30～（保セ）

26 木

27 金
書き初め展表彰式（国際）
親子サロン　10：30～11：30（子セ）
まちいちカフェ　9:45～（保セ）

28 土

29 日 町民ミニバレーボールフェスティバル
  9：00～（総体）（予定）

30 月 【心療内科・精神科診療日】
はつらつ教室　9：45～（保セ）

31 火 運動教室Re:Body　19：00～（保セ）

※ 子育て支援センターの事業予定が感染症予防のため、急遽変
更になる場合があります。変更がある場合は随時、告知端末機
でお知らせします。
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１１月

マイナンバーカード出張申請受付

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒

詳
し
く
は
こ
ち
ら

　企業や団体の希
望があれば、職場
や集会所などへ出
向いて受付します
ので、是非ご連絡
ください。

お問い合わせ先
住民生活課住民グループ　電話 5-1112
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この広報誌は、読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

■企画・編集／住民生活課生活グループ　■印刷／株式会社須田製版
■幌延町ホームページアドレス／ https://www.town.horonobe.hokkaido.jp

住民生活課生活グループ
電話 ５―１１１２／告知端末機 ５―８８１２

広報ほろのべの窓 １月号 令和５年1月
発行／幌延町広報へのご意見、ご要望をお寄せください
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この広報誌は、資源保護のため再生紙を利用しています。
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の
怜
で
す
。

　
兄
弟
に
も
み
く
ち
ゃ
に
可
愛
が
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
お
座
り
が
上
手
に
な
り
、
ズ
リ

バ
イ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
育
っ
て
ね
。

く
　
ん

山 

路
　
　 怜

令
和
４
年
２
月
19
日
生（
５
条
南
１
）

お
父
さ
ん
　
　
　
斉
　
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
香
　
織
　
さ
ん

ひ
ろ

と

や
ま

ぐ
ち

お
う

り

よ
し

は
ら

れ
い

や
ま

じ

わが家の

　北海道内の事業場で
働く全ての労働者（会
社員、パート、アルバ
イトの方など、働く全て
の人）およびその使用
者に適用される北海道
最低賃金が改定されま
した。

みんなチェック！
北海道最低賃金十

一
月
定
例
俳
句
会
作
品

幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

熱
戦
の
ス
ポ
ー
ツ
界
や
冬
浅
し

我
の
影
伸
び
し
初
冬
の
散
策
路

初
冬
の
夕
餉
は
熱
き
豚
汁
に

初
冬
や
囲
う
庭
木
の
青
ネ
ッ
ト

は
つ
ふ
ゆ
の
薄
墨
匂
う
書
道
館

横
山
　
貞
雄

富
樫
と
も
子

田
中
　
順
子

小
玉
　
利
治

田
中
　
徹
男

令和４年10月２日から

最低賃金

９２０円

■■
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
卯
年

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
卯
年

で
す
ね
。
４
ペ
ー
ジ
・
５
ペ
ー
ジ
目

で
す
ね
。
４
ペ
ー
ジ
・
５
ペ
ー
ジ
目

の
卯
年
の
小
学
生
た
ち
の
特
集
は
ご

の
卯
年
の
小
学
生
た
ち
の
特
集
は
ご

覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
ま
だ
の
方
は

覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
ま
だ
の
方
は

ぜ
ひ
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■■
さ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
た

さ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
た

２
０
２
２

２
０
２
２
年
、
様
々
な
出
来
事
が
あ

年
、
様
々
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
２
月
に
「
将
棋
の
藤

り
ま
し
た
ね
。
２
月
に
「
将
棋
の
藤

井
聡
太

井
聡
太  

氏
が
氏
が
１０１０
代
初
の
五
冠
達
成
」
、

代
初
の
五
冠
達
成
」
、

「
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
」
。

「
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
」
。

７
月
に
「
安
倍
元
首
相
銃
撃
」
。
８

７
月
に
「
安
倍
元
首
相
銃
撃
」
。
８

月
に
「
仙
台
育
英
高
校
、
東
北
勢
甲

月
に
「
仙
台
育
英
高
校
、
東
北
勢
甲

子
園
初
優
勝
」
。
９
月
に
「
エ
リ
ザ

子
園
初
優
勝
」
。
９
月
に
「
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
の
国
葬
」
な
ど
、
朗
報
か

ベ
ス
女
王
の
国
葬
」
な
ど
、
朗
報
か

ら
訃
報
ま
で
た
く
さ
ん
の
時
事
ネ
タ

ら
訃
報
ま
で
た
く
さ
ん
の
時
事
ネ
タ

の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

最
近
は
Ｗ
杯
の
話
題
で
持
ち
切
り
で

最
近
は
Ｗ
杯
の
話
題
で
持
ち
切
り
で

「
ハ
ン
ド
・
オ
フ
サ
イ
ド
」
く
ら
い

「
ハ
ン
ド
・
オ
フ
サ
イ
ド
」
く
ら
い

し
か
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
私
で
も
サ

し
か
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
私
で
も
サ

ッ
カ
ー
を
楽
し
め
ま
し
た
。
学
生
時
代
、

ッ
カ
ー
を
楽
し
め
ま
し
た
。
学
生
時
代
、

サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
も
よ
か
っ
た
な

サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
も
よ
か
っ
た
な

と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
思
っ
た
り
…
。

と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
思
っ
た
り
…
。

■■
２
０
２
３

２
０
２
３
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て

年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

  働いている調理師の皆さまへ！

お問い合わせ先
北海道全調理師会稚内支部（稚内大黒５丁目２番１0号）
電話 0１62-24-１64５
稚内保健所（稚内市末広４丁目２番27号）
電話 0１62-33-2989

○働いている調理師は「調理師従事者届」を出
すことが調理師法で義務付けられています。
☆届出が必要な方は、次のところで調理の業務

に従事している調理師です。
・寄宿舎、学校、病院、事業所、社会福祉施設、

介護老人保健施設、矯正施設、その他多数
　人に飲食物を調理して供与している施設
・飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製造

業、複合型そうざい製造業
○届出について

☆届出用紙は、次の場所で備え置いています。
・「北海道全調理師会稚内支部」、「宗谷総合

振興局保健環境部保健行政室」
→令和4年 12 月 31 日現在の状況を記入

し、令和5年１月 15 日までに北海道全
調理師会稚内支部に届出してください。

　☆インターネット届出
　　次のウェブサイトから入力してください

　（https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/
 EntryForm?id=oRTBL5bX）

→入力期間は令和4年 12
月 31 日から令和5年
1月 15 日まで


